
もみの木はなぜ残ったの？ 
 
作 あべ ひろこ 
 
 
柴田町に住んでいるさやかちゃんとゆうくんは 
おじいちゃんといつも 
船岡城址公園に散歩にいきます 
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見晴らしのいい展望台に柵で囲まれて大切にさ
れている「樅の木」があります。 
 

「おじいちゃん、この木は何なの？ どうしてこの
木だけ大切にされているの？」 
 

「あれは樅の木だよ。昔々船岡のお殿様の話で
『樅の木は残った』というお話があるからだよ。」 
 
「へえ、どんなお話？」 
 
「それはね…」 
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1. 
今から350年程前の事です。仙台藩のお殿様は
わずか2歳のかわいい亀千代君でした。 

でも、一関にいる親戚のいちのかみ君はお殿様
になりたくて仕方がありません。お父様の一ノ関
様も仙台藩の半分でもいいから、いちのかみ君
がお殿様になってくれればと考えていました。 

一方、江戸幕府の将軍さま、そしてその次にえら
い酒井大老様は仙台藩があまりに大きな力を持
つ事をおそれていました。 
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2. 

亀千代君のお母様、初子様は今日もご自分でお
茶釜でおかゆを炊いています。二度も毒が入っ
たお食事や菓子が出されたので、お城の台所の
人はもう誰も信用できないと、ご自分で料理をし
て亀千代君に食べさせていました。でも、お城の
中ではなかなか料理の材料が手に入らず、満足
に食べさせることができません。おかずは塩と味
噌だけ・・・そんな日もありました。でも、亀千代君
は泣き言一つ言いませんでした。「おなかはへっ
たけど、ひもじくはないよ、おかあさま」そんな時
に亀千代様を影に日向に支えたのが、涌谷のお
じさまでした。曲がった事がキライで、とっても厳
しいおじさまでした。 
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3. 

江戸の仙台藩のお屋敷に家老という大事なお役
目に就いたばかりの原田甲斐こと船岡様が住ん
でいました。故郷の船岡から樅の木を運んできて
は植えてみるのですが、なかなか根付きません。
でも、今度はうまくいきそうです。「この江戸でしっ
かり根を這って、船岡のような大きな木になるん
だぞ、宇乃と寅もな・・・」幼い姉弟を抱きしめなが
ら船岡様はつぶやきました。実はこの姉弟の両
親は亀千代君のお父様を悪い道に連れ込んだと
いう、とんでもない噂を流されて斬られてしまった
のです。『二度とこんな事をおこしてはならぬ』船
岡様は小さな樅の木に誓うのでした。 
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4. 

ある日、船岡様の耳にとんでもない噂が飛び込
んできました。今は亀千代様が小さいため、一ノ
関様とその甥っ子の岩沼様が殿にかわって仙台
藩を治めている。今のうちに亀千代君を亡き者に
して、幕府といちのかみ君とで仙台藩を半分づつ
分けてしまおうというものでした。どうもこの計画
は幕府の酒井大老と一ノ関様が手を組んで進め
ているらしいのです。『困った事だ・・・。将軍さま
が最も信頼している酒井大老と仙台藩で最も力
のある一ノ関様が手を結ばれたとなると仙台藩
は間違いなくつぶされてしまう。どうすれば・・ 
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5. 

そんな時、将軍様の使いとして幕府のお役人を
迎えることになり、宴が催されることになりました。
そこで問題が起きました。昔は宴に座る順番がそ
の藩での力の順番を表していました。七十郎とい
う武士は学問もできる立派な人でしたが、一ノ関
様が決めた席順にイチャモンをつけたのです。実
は、七十郎は一ノ関様の独りよがりな政治は仙
台藩のためにならないと考えていたのです。この
席順の問題を大きくして、一ノ関様の悪事を暴こ
うとしました。 
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6. 

しかし、彼は捕らえられて河原町で処刑されてい
まいます。一ノ関様が下したと思われる処罰は今
までに120名にも及び、次第にみな一ノ関様には
逆らわないようになりました。 
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7. 

船岡様は一ノ関様に気に入られるように一生懸
命仕事をしていましたが、心の中ではどうしたら
亀千代様をお守りできるのかを常に考えていまし
た。一人だけで幕府と一ノ関様に勝つ事は到底
無理です。かといって、仲間を集めれば、事がば
れた時に多くの犠牲者を出してしまう。どうしたら
いいのだろう・・・ぐずぐずしていたら亀千代様の
お命が危ない・・・まずは一ノ関様の味方のふりを
しながら証拠の品を探し出し、チャンスを待つし
かない・・・・ 
 

9 



8. 

亀千代君もだいぶ大きくなりました。そんなある
時、涌谷のおじさまと一ノ関様の甥っ子の間に領
地争いが起きました。涌谷のおじさまは一度はガ
マンしたものの、二度目の争いではその裁定に
ガマンができず直接幕府に訴えることにしました。
うしろで一ノ関様が糸を引いていると思ったから
です。「もう、表立って一ノ関様に意見できるもの
は私しかいない。私が生きているうちに一ノ関さ
まの悪事を暴いて、亀千代様をお守りせね
ば・・・・」涌谷のおじさまはもう仙台には戻らない
決死の覚悟で江戸に出かけて行きました。250名

の家臣をひきつれ、食料もしっかりもって・・・まる
で戦場へ出かけるかのよう・・ 
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9. 

『涌谷様がいくらがんばられても酒井様と一ノ関
様が手を組まれているのではきっと丸め込まれ
てしまうにちがいない。しかし、曲がった事が嫌い
な幕府のお役人たちもおそろいになる。絶好の機
会かもしれぬ・・・だが、どうすれば・・・』船岡様は
樅の木を見ながら、また考えます・・・その頃、宇
野と寅は船岡にいました。船岡様が二人を江戸
においては危ないと考え、大きな樅の木を見てく
るようにと帰したのでした。 
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10 . 

船岡様は一ノ関様の命令で、幕府のお役人の
方々へご挨拶に伺い、涌谷さまのご意見をお取
り上げにならないよう説得して回りました。「涌谷
様の訴えは全てウソです・・・なにとぞ・・・なにと
ぞ・・・お取り上げなきように・・・」しかし、幕府の
お役人たちも船岡様がおどおどした態度でお願
いにくれば来る程、おかしいと思うようになってき
ました。 
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11 . 

『これで領地争いは涌谷さまの勝ちとなるだろう。
しばらくは一ノ関様も大人しくはしているやもしれ
ないが、亀千代様が元服なされて焦っている。か
えって、亀千代様のお命があぶない・・・』『しかし、
涌谷様はこの機会に一ノ関さまの悪事を全てあ
ばくと言っている。困った事だ。これでは幕府の
思うつぼだ。 藩の中のもめ事を藩の中で治めら
れないのであれば、幕府が直接仙台藩を治める
という口実を作ってしまう。 何としても、やめさせ
なければ・・・』『酒井大老と一ノ関様の密約の書
状でもあれば何とかなるのだが・・・』船岡様は樅
の木の下でずっと考えています。『それにしても
今回の事でたぶん私は処罰されてしまうだろう。 
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もう明日しか機会は残っていない・・・』『どうすれ
ば・・・気がちがえたふりをするしか・・・』 
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12 . 

最後の聞取りが酒井大老のお屋敷で始まりまし
た。幕府のお偉方がズラーと並ぶ中で涌谷のお
じさまは一ノ関様とその手下船岡様の悪事の
数々をのべて興奮した様子で戻ってきました。船
岡様は「おのれめ故！」（あなたのせいで）という
と涌谷様ののど元に斬り掛かりました。『涌谷様、
藩の中のもめ事を幕府に訴えては藩はつぶされ
てしまいます。そんな事もおわかりになりません
か』涌谷様も「がきめ！」といって一太刀ももに切
り返します。『一ノ関に乗っ取られるくらいなら、幕
府につぶされる方がましだ！』『おわかりになりま
せぬか！その命、亀千代様のためにいただきま
する！』 
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13 . 

船岡様は足を引きずりながらさらに幕府のお役
人たちがそろう奥の間を目指します。「今回の不
始末はこの船岡が全てやった事・・・」『酒井様に
亀千代君にはお咎めなきよう、約束してもらわな
ければ・・・』この争いを聞いて聞き取りに来てい
た柴田様がかけつけ、『お気をちがえたか』と後
ろから斬りつけますが覚悟をしていた船岡様はさ
ねかたびらという薄い鎧を中に着ていたため、深
い傷とはならず逆に柴田様の額に斬りつけます。
『おぬしに何がわかる』船岡様はさらに奥へ進も
うとします。 
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14 . 

しかし駆けつけた酒井家の人々にとり押さえられ、
脇腹を刺されてついに船岡様も息絶えてしまいま
した。『亀千代様・・・』 

幕府では「船岡様は悪事がばれた悔しさのあまり
気がちがって、涌谷様に斬りつけた」ということに
なりました。しかし、涌谷様を斬ったあと、船岡様
は奥に向かい、何を言いたかったのかはわから
ず仕舞いでした。 
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15 . 

この事件により、船岡様の原田家はお家断絶。
一ノ関様も藩の管理ができていなかったという事
で土佐に預かりとなります。岩沼様も同じく閉門と
なりました。しかし亀千代君は幼いという事でお
咎めなし。これは白石様を中心に事件後、即、藩
内を束ねて幕府の命令に従いますという態度を
表したことが評価されたものだと言われています
が・・・きっと船岡様の願いが通じたのだと思うの
です。 
この後、仙台藩62万石は亀千代君こと綱村様の

強いリーダーシップでますます豊かな藩になって
いきました。 
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16 . 

船岡様の亡がらはそっと引き取られ、江戸のゆ
かりの寺に葬られました。大罪人ですので墓を建
てることができず、人々は樅の木を植えて祀った
そうです。そして、船岡に戻った宇乃と寅にも船
岡様の最後は伝えられました。船岡のお屋敷は
全てこわされ、土がさらわれて見るかげもありま
せん。お山のいただきにぽつんと樅の木・・・その
樅の木に雪が積もります。 
 
「あ、光ってる、お城の樅の木が光ってる」 
寅が駆け出しました。宇乃も後を追います。 
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17 . 

「あ、船岡のおじさま！」樅の木の下には動物達
に囲まれて幸せそうな船岡様が笑っていました。 
 
（本編終わり） 
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「そう、これがこの2本のモミの木だよ」 
 
「そうなんだ、へえー」「このモミの木兄弟みたい」 
 
「お姉さんモミの木と、弟のモミの木…これからも

仲良く、ずっと私たちの町を見守っていてください
ね…」 
 

おじいさんはモミの木に向かって手を合わせまし
た。 

幼い兄弟もおじいさんと一緒にその小さな手を
そっと合わせていました。 
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おしまい！ 
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